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玄
関
前
に
バ
ス
が
着
く
と
、
笑
顔
の

会
員
が
次
々
と
降
り
て
き
ま
し
た
。

「
や
ぁ
、
や
ぁ
」
と
手
を
握
り
、
肩
を
た

た
い
て
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
男
性　

人
、
女
性　

人
の
合

30

30

わ
せ
て　

人
が
参
加
。
開
会
の
言
葉
に

60

続
き
、
今
年
亡
く
な
っ
た
佐
々
木
政
蔵

君
、
小
松
代
勝
夫
君
、
滝
沢
一
二
三
君

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
の
小
松
代
和
夫
、
初
貝

会
長
、
前
回
主
催
者
代
表
の
千
葉
秋
夫

君
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て

祝
謡
、
仕
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

印
象
深
い
記
憶
を
発
表
す
る
「
思
い

　

平
泉
中
学
校
を
昭
和　

年
に
卒
業
し

28

た
同
級
生
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
同
期
会

「
平
泉
中
二
八
会
」（
初
貝
博
好
会
長
）が

９
月　

、　

日
の
２
日
間
、
花
巻
市
西

29

30

鉛
の
愛
隣
館
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
目
と
な
る
今
年
の
二
八
会
の

11

開
催
は
、
奥
州
市
以
北
の
在
住
者
で
つ

く
る
「
北
部
同
命
」
が
担
当
。
男
性
２

人
、女
性　

人
の
会
員
が
準
備
を
整
え
、

10

皆
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
。

出
ア
ル
バ
ム
」
で
は
、
前
沢
晃
君

が
、
亡
く
な
っ
た
政
蔵
君
と
の
出

会
い
か
ら
別
れ
ま
で
を
語
り
、
朴

沢
俊
さ
ん
が
中
学
校
で
の
出
来
事

の
ひ
と
こ
ま
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
年　

歳
に
し
て
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

70

し
た
喜
佐
人
（
本
名
・
鈴
木
喜
佐

人
君
）
の
持
ち
歌
披
露
で
は
、
盛

大
な
拍
手
が
わ
き
、
皆
か
ら
花
束

と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
郷
元
君
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

会
食
、
懇
親
、
余
興
で
佳
境
に
入

り
、
２
次
会
、
３
次
会
ま
で
盛
り

上
が
っ
て
当
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
の　

日
は
宮
沢
賢
治
記

30

念
館
を
見
学
。
昼
食
後
、
別
れ
の

時
が
来
ま
し
た
。
来
年
は
平
泉
町

在
住
者
で
つ
く
る
二
八
会
本
家
が

主
催
す
る
こ
と
と
な
り
「
元
気
で

な
」「
絶
対
来
い
よ
」「
必
ず
行
く

か
ら
」
と
明
る
い
言
葉
を
交
わ
し

な
が
ら
笑
顔
で
解
散
し
ま
し
た
。
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各地から駆けつけた二八会の皆さん
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精神や身体に障害のある児童を養育し
ている家庭に対し、児童の生活や福祉
の向上を目的に支給

母子家庭や、父が重度障害の状況にあ
る家庭に対して、生活の安定や自立の
促進のために支給

家庭における生活の安定と、次代の社
会を担う児童の健全な育成のために支
給
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次の状況にある児童の保護者
①「１級」手当該当者
　身体障がい者手帳１～２級程度、療
　育手帳Ａ程度の心身に障がいのある
　児童
②「２級」手当該当者
　身体障がい者手帳３～４級（４級は
　一部）程度、これと同程度の心身に
　障がいのある児童

次の状況にある児童の母、または養育者
①父母が離婚
②父が死亡
③父が重度障害
④父が生死不明
⑤父が１年以上同居せず、連絡がない
⑥父が１年以上拘禁されている
⑦未婚で出生
⑧両親の所在不明

小学校卒業前の児童を養育している人����

①社会福祉施設に入所している場合
②障がいを事由とする年金を受給でき
　る場合

①母が事実上婚姻関係にある場合
②母または児童等が公的年金を受給で
　きる場合
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20歳の誕生月
18歳に達した３月末
（児童に障害ある場合、20歳の誕生月）

12歳に達した３月末
（小学校修了前）����

１人につき
�１級…50,750円
�２級…33,800円

①全部支給…41,720円
②一部支給…41,710円～9,850円
※養育者等の所得により
�児童２人の場合………5,000円加算
�児童３人目以降…１人3,000円加算

�３歳未満……………………10,000円
�３歳以上（第２子まで）…　5,000円
�　　〃　　（第３子以降）…10,000円
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毎年４月、８月、11月振り込み
（４カ月分）

毎年４月、８月、12月振り込み
（前月分まで４カ月分）

毎年２月、６月、10月振り込み
（前月分まで４カ月分）�����

請求者、または扶養義務者の前年所得
が一定の額を超えるときは、一定期間
支給停止となります。

請求者、または扶養義務者の前年所得
が一定の額を超えるときは、一定期間
支給停止となります。

手当を請求する前年の所得が一定の額
を超えるときは、受給できません����

毎年８月に「所得状況届」を提出毎年８月に「現況届」を提出毎年６月に「現況届」を提出�����
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�������町民福祉課　�46-5562
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　２回目の推薦書作成委員会が10月14日、東京霞が関
の中央合同庁舎第７号館で開催されました。会議では
「平泉」の主題や顕著な普遍的価値の言明、評価基準
の適用などについて、詳細に再検討されることとなり、
文化庁からの提案に対して委員からさまざまな意見が
述べられました。特に「平泉」の資産全体を文化的景
観と評価することが難しいとするイコモスの指摘内容
や、最近の登録資産に見られる評価基準のとらえ方な
ど、世界遺産登録に関する専門的な議論が活発に行わ
れました。
　文化庁は「平泉」を「12世紀の政治行政上の拠点」

「浄土思想に基づき完成した浄土世界」ととらえ、ま
た９つの資産は「平泉」の「成立・発展・完成」の過
程を示すものとしています。委員の中からは、資産内
容について踏み込んだ発言もあり、平泉文化の歴史的
な評価についての研究を一層推進するよう求める意見
も見られました。次回（第３回）も登録に向けての課
題について継続して審議することを確認して終了しま
した。
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　平泉の文化遺産は、平成23年の世
界遺産登録を目指して、再チャレン
ジがスタートしました。このコーナ
ーでは、登録に向けた取り組み状況
についてお知らせしていきます。
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　日ごろ、当町の文化財行政につきましては、多大なご
協力を頂きありがとうございます。ご承知のように平泉
町内には数多くの貴重な遺跡があります。すでに知られ
ている遺跡内で住宅等を建てたり、切り土・盛土の工事
をしたりする場合には、文化財保護の観点から事前に埋
蔵文化財の発掘調査が必要です。
　事業を円滑に進めるため、皆さまのご理解とご協力を
頂いて発掘調査を実施しております。
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　発掘調査（野外調査）は毎年４月から10月までの７カ
月間です。11月から翌年３月までは室内整理期間（発掘
調査報告書作成等）となり、原則として発掘調査（野外
調査）は行いません。
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　発掘調査や室内整理にかかる経費については、文化財
保護法に基づく原因者負担の原則により、開発事業者に
負担していただきます。個人の住宅等建設の場合は、国
庫補助制度を活用するため個人負担はありません。
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　平成21年度の発掘調査予定については、��������
�����が受付期間です。この期間内に協議があったも
のを21年度の発掘調査スケジュールに組み入れていきま
す。住宅建設等の計画がある場合は、できるだけ早い時
期に協議をお願いします。
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教育委員会　�46-5576、文化財センター　�46-2118
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第２回推薦書作成委員会の会議風景

９資産は「平泉」の成立・発展・完成の過程を表す。
比較的小規模な空間に集中的に残っている。
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①平和への祈願
②万物の共生
③自然との融合
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